井上周八・久保田順・和田八束氏著『現代日本経済の批判』(文真堂・一九七四年六月刊)を読んで by 漆原 緩 et al.
書
評
井
上
馬
八
・
久
保
田
順
・
和
国
人
束
氏
一
者
『
現
代
日
本
経
済
の
批
判
』
(
文
真
堂
・
)
九
七
四
年
六
月
刊
)
を
詰
叫
ん
で
本
書
は
、
立
教
大
学
の
教
授
で
あ
る
井
上
周
八
、
久
保
田
順
、
和
田
八
束
三
一
氏
の
共
同
執
筆
に
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
全
九
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
の
章
別
の
構
成
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
第
一
章
現
代
日
本
の
物
価
高
と
悪
性
イ
ン
フ
レ
第
二
章
新
局
面
を
迎
え
た
日
本
経
済
と
農
業
第
三
章
石
油
危
機
の
意
味
す
る
も
の
第
四
章
戦
後
日
本
の
農
地
問
題
井
上
周
八
・
久
保
田
順
・
和
田
八
東
氏
著
『
現
代
日
本
経
済
の
批
判
』
漆
原
緩
第
五
章
地
価
騰
貴
を
招
く
経
済
構
造
第
六
章
労
働
者
と
農
民
の
提
携
(
労
農
同
盟
)
第
七
章
経
済
社
会
基
本
計
画
に
よ
る
偽
装
福
祉
論
第
八
章
日
本
の
財
政
と
税
制
第
九
章
世
界
と
日
本
l
iそ
の
経
済
発
展
と
戦
争
|
|
周
知
の
通
り
、
日
本
は
、
現
在
、
そ
の
全
土
に
わ
た
っ
て
、
未
曽
有
の
「
異
常
な
事
態
」
に
み
ま
わ
れ
て
い
る
。
公
害
と
自
然
破
壊
、
交
通
・
住
宅
難
、
イ
ン
フ
レ
・
高
物
価
、
石
油
と
食
糧
不
足
。
ご
く
一
に
ぎ
り
の
巨
大
な
金
融
グ
ル
ー
プ
の
側
で
の
史
上
空
前
の
富
の
高
蓄
積
と
労
働
者
、
且
民
一
四
七
井
上
周
八
・
久
保
田
順
・
和
田
八
束
氏
著
『
現
代
日
本
経
済
の
批
判
』
民
等
の
人
民
大
衆
の
側
で
の
貧
困
化
の
深
ま
り
。
巨
大
な
金
融
グ
ル
ー
プ
な
ら
び
に
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
国
家
権
力
に
対
す
る
人
民
大
衆
の
階
級
闘
争
の
先
鋭
化
(
労
働
運
動
や
農
民
運
動
や
市
民
運
動
)
。
本
書
の
ね
ら
い
は
、
こ
れ
ら
の
「
異
常
な
事
態
」
を
は
ら
ん
で
い
る
現
代
日
本
経
済
を
体
系
的
、
批
判
的
に
認
識
し
、
「
諸
悪
の
根
源
」
を
告
発
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
も
、
本
書
は
、
全
体
に
わ
た
っ
て
、
真
の
社
会
的
正
義
と
人
類
福
祉
の
実
現
を
目
ざ
す
強
烈
な
実
践
的
意
識
に
よ
っ
て
つ
ら
ぬ
か
れ
て
お
り
、
歴
史
の
前
進
を
期
待
す
る
変
革
的
な
立
場
に
よ
っ
て
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
。
本
書
の
「
あ
と
が
き
」
の
一
文
は
こ
の
よ
う
な
実
践
的
意
識
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
「
い
ま
ほ
ど
私
た
ち
が
現
代
日
本
の
経
済
を
体
系
的
に
批
判
的
に
認
識
し
、
諸
悪
の
根
源
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
必
要
な
と
き
は
な
い
:
:
・
国
民
の
多
数
が
自
覚
し
て
体
制
を
批
判
し
、
よ
り
高
次
の
社
会
制
度
を
求
め
て
行
動
す
る
な
ら
、
社
会
的
正
義
と
人
類
の
福
祉
へ
の
前
進
が
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
基
本
は
国
民
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
覚
で
あ
る
。
下
か
ら
の
自
覚
が
と
も
な
わ
ぬ
社
会
変
革
は
、
結
局
、
別
な
形
態
で
の
社
会
悪
を
再
現
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
・
;
・
こ
の
書
が
少
し
で
も
読
者
の
琴
線
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
筆
者
ら
の
望
外
の
よ
ろ
こ
び
で
あ
る
。
」
(
一
九
八
|
一
九
九
ペ
ー
ジ
)
。
本
書
は
、
第
一
に
、
現
代
日
本
経
済
の
批
判
に
際
し
て
、
完
全
に
正
し
い
方
法
の
上
に
立
っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
現
代
の
資
本
主
義
は
、
世
界
史
的
に
み
れ
ば
、
人
民
大
衆
に
対
す
る
ご
く
一
に
ぎ
り
の
巨
大
な
金
融
グ
ル
ー
プ
の
絞
殺
体
系
と
し
て
の
帝
国
主
義
の
持
代
|
資
本
主
義
的
帝
国
主
義
の
時
代
|
ー
で
一
四
八
あ
り
、
ま
た
、
世
界
資
本
主
義
体
制
が
活
路
の
な
い
袋
小
路
に
お
ち
入
っ
て
根
底
か
ら
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
、
そ
の
一
角
か
ら
次
々
に
崩
壊
し
て
ゆ
く
時
代
(
世
界
資
本
主
義
体
制
の
全
般
的
危
機
の
時
代
)
で
あ
っ
て
、
も
と
よ
り
日
本
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
も
、
日
本
資
本
主
義
は
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
に
依
存
・
従
属
せ
し
め
ら
れ
て
、
そ
の
強
力
な
収
奪
を
受
け
る
と
と
も
に
、
東
南
ア
ジ
ア
等
へ
の
帝
国
主
義
的
な
支
配
・
収
奪
を
行
な
う
と
い
う
独
自
的
構
造
・
性
格
を
も
ち
、
そ
こ
で
の
危
機
は
い
っ
そ
う
先
鋭
か
つ
深
刻
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
わ
が
国
に
お
け
る
未
曽
有
の
「
異
常
な
事
態
」
こ
そ
は
、
日
本
資
本
主
義
の
独
自
的
構
造
・
性
格
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
そ
の
爆
発
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
本
書
は
、
対
米
依
存
・
従
属
と
対
植
民
地
収
奪
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
現
代
日
本
資
本
主
義
の
独
自
的
構
造
・
性
格
を
適
確
に
認
識
し
、
そ
の
上
に
立
っ
て
現
下
の
「
異
常
な
事
態
」
の
諸
局
面
を
分
析
・
論
述
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
方
法
的
に
は
完
全
に
正
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
井
上
氏
の
執
筆
で
あ
る
「
第
一
章
現
代
日
本
の
物
価
高
と
悪
性
イ
ン
フ
レ
」
の
冒
頭
の
「
戦
後
の
経
済
は
、
ア
メ
リ
カ
に
従
属
し
な
が
ら
、
朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
い
う
他
国
の
犠
牲
に
よ
っ
て
繁
栄
し
、
生
産
優
先
・
輸
出
第
一
主
義
と
低
所
得
・
低
福
祉
路
線
に
乗
っ
て
、
高
度
成
長
を
続
け
て
き
た
」
(
一
ペ
ー
ジ
〉
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
ヲ
Q
。し
か
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
第
二
に
、
本
書
は
、
そ
の
全
章
に
わ
た
っ
て
、
具
体
的
で
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
、
生
々
し
い
資
料
や
統
計
数
字
や
事
例
を
駆
使
し
つ
つ
「
異
常
な
事
態
」
の
根
因
を
暴
露
し
、
そ
の
全
貌
を
深
く
掘
り
下
げ
て
解
剖
し
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
す
ぐ
れ
た
実
証
分
析
の
書
で
も
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
c
以
上
の
よ
う
な
意
味
で
、
本
音
一
日
は
、
日
本
経
済
の
研
究
に
と
り
組
ん
で
い
る
研
究
者
や
学
生
の
た
め
の
有
益
な
文
献
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
深
遠
な
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
叙
述
は
明
快
・
平
易
で
あ
っ
て
、
一
般
市
民
の
現
代
日
本
経
済
に
関
す
る
す
ぐ
れ
た
入
門
の
書
と
も
な
っ
て
い
る
。
評
者
が
、
今
後
本
書
の
井
上
、
久
保
田
、
和
田
三
氏
に
教
示
を
乞
う
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
主
と
し
て
次
の
二
点
で
あ
ろ
う
。
第
一
点
は
、
日
本
資
本
主
義
の
危
機
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
の
「
異
常
な
事
態
」
の
諸
局
面
の
認
識
か
ら
す
す
ん
で
、
こ
れ
ら
の
「
異
常
な
事
態
」
が
、
労
働
者
や
農
民
、
さ
ら
に
は
中
小
企
業
者
等
の
人
民
大
衆
の
生
活
や
経
営
を
、
そ
の
広
が
り
と
深
さ
に
お
い
て
ど
の
程
度
に
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
多
様
な
形
態
を
と
っ
て
、
破
壊
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
「
異
常
な
事
態
」
の
も
と
で
、
生
活
苦
、
経
営
の
悪
化
と
破
綻
、
低
賃
金
や
労
働
強
化
、
精
神
的
・
道
徳
的
な
荒
廃
と
堕
落
、
肉
体
的
健
康
の
破
壊
、
家
族
生
活
の
破
壊
等
1
1
要
す
る
に
人
民
大
衆
の
「
貧
困
化
」
が
、
い
か
に
具
体
的
に
進
行
し
て
い
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
実
際
ま
た
、
か
か
る
「
貧
困
化
」
の
実
態
を
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
書
に
お
い
て
そ
の
本
性
を
暴
露
さ
れ
た
も
ろ
も
ろ
の
「
異
常
な
事
態
」
が
い
っ
そ
う
迫
力
の
あ
る
も
の
と
し
て
浮
び
上
っ
て
く
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
二
点
は
、
こ
れ
ら
の
「
異
常
な
事
態
」
の
進
行
が
、
同
時
に
、
そ
の
解
決
・
止
揚
の
た
め
の
主
体
的
、
物
質
的
諸
条
件
を
い
か
に
具
体
的
に
成
井
上
周
八
・
久
保
田
順
・
和
田
八
東
氏
著
『
現
代
日
本
経
済
の
批
判
』
熟
せ
し
め
つ
つ
あ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
主
体
的
条
件
に
関
し
て
い
え
ば
、
人
民
大
衆
が
現
在
、
ど
の
程
度
に
、
ど
ん
な
形
態
・
組
織
で
金
融
資
本
お
よ
び
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
国
家
権
力
に
対
抗
し
、
何
を
ど
の
程
度
に
勝
ち
と
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
大
衆
の
統
一
戦
線
の
中
核
と
し
て
の
労
働
者
階
級
の
勢
力
や
そ
れ
と
伊
盟
し
得
る
階
級
や
階
層
の
勢
力
は
ど
の
程
度
に
ま
で
強
化
さ
れ
て
い
る
か
等
々
が
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
(
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
大
衆
の
「
貧
困
化
」
の
深
ま
り
と
直
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
問
題
と
併
せ
て
、
金
融
資
本
と
そ
の
手
先
が
い
か
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
行
使
し
て
大
衆
を
孤
立
・
分
断
し
、
階
級
闘
争
を
抹
殺
し
、
す
で
に
死
刑
の
宣
告
を
受
け
て
い
る
資
本
主
義
の
延
命
に
狂
奔
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
。
)
物
質
的
条
件
に
関
し
て
い
え
ば
、
「
異
常
な
事
態
」
の
進
行
の
反
面
で
、
金
融
資
本
や
国
家
の
手
も
と
に
ど
の
程
度
に
巨
大
な
生
産
力
|
|
労
働
力
や
生
産
手
段
や
生
活
手
段
の
よ
う
な
!
|
が
集
積
・
集
中
さ
れ
(
生
産
の
社
会
化
)
、
か
く
し
て
、
い
か
に
「
異
常
な
事
態
」
を
解
決
・
止
揚
す
る
た
め
の
条
件
が
と
と
の
え
ら
れ
つ
つ
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
「
異
常
な
事
態
は
」
、
金
融
資
本
や
国
家
の
手
も
と
で
の
巨
大
な
生
産
力
の
集
積
・
集
中
の
表
現
で
し
か
な
い
。
か
か
る
分
析
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
現
下
の
「
異
常
な
事
態
」
に
対
し
て
、
た
ん
な
る
反
人
民
的
な
も
の
と
し
て
で
は
な
く
て
、
真
の
歴
史
的
な
意
義
づ
け
と
位
置
づ
け
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
2 
次
に
、
評
者
が
と
く
に
関
心
を
抱
い
て
い
る
農
業
問
題
に
関
す
る
章
に
一
四
九
井
上
周
八
・
久
保
田
順
・
和
田
八
東
氏
著
『
現
代
日
本
経
済
の
批
判
』
や
や
立
ち
入
っ
て
、
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
と
く
に
、
「
第
二
章
新
局
面
を
迎
え
た
日
本
経
済
と
農
業
」
お
よ
び
「
第
四
章
戦
後
日
本
の
農
地
問
題
」
〈
と
も
に
井
上
氏
執
筆
)
の
二
つ
の
章
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
レ
品
、
つ
ノ
。「
第
二
章
新
局
面
を
迎
え
た
日
本
経
済
と
農
業
」
は
、
今
日
の
世
界
的
な
「
食
糧
不
足
」
と
日
本
の
「
食
糧
危
機
」
の
根
本
原
因
、
そ
れ
に
対
処
す
る
と
称
し
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
最
近
の
一
連
の
政
策
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、
第
一
に
、
世
界
的
な
「
食
糧
不
足
」
1
1
1
お
よ
び
そ
れ
に
伴
な
う
食
糧
価
格
の
高
騰
|
|
の
根
本
原
因
が
見
事
に
あ
ば
き
出
さ
れ
て
い
る
。
「
当
面
の
問
題
と
し
て
の
食
糧
危
機
の
真
因
は
、
以
下
の
べ
る
よ
う
に
資
本
主
義
体
制
の
ゆ
が
み
の
な
か
に
見
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
・
ま
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
当
面
の
『
食
糧
危
機
』
が
低
開
発
国
で
起
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
:
:
・
-
低
開
発
国
は
長
年
、
先
進
資
本
主
義
国
の
植
民
地
・
新
植
民
地
支
配
を
受
け
て
い
て
、
経
済
の
自
立
的
発
展
が
で
き
ず
、
食
糧
の
輸
入
も
外
貨
不
足
で
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
農
業
そ
の
も
の
も
自
立
的
発
展
が
抑
え
ら
れ
、
異
常
気
象
の
打
撃
を
避
け
る
こ
と
が
不
可
U
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
」
(
三
七
ペ
ー
ジ
〉
。
「
次
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
最
近
の
穀
類
の
国
際
価
格
の
異
常
な
上
昇
で
あ
る
・
・
・
七
三
年
に
は
、
麦
価
が
前
年
比
二
倍
に
高
騰
し
た
の
に
対
し
、
大
豆
は
約
三
倍
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
小
麦
の
輸
出
国
は
比
較
的
多
数
な
の
に
、
大
豆
は
ア
メ
リ
カ
の
独
占
に
近
い
状
態
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
独
占
的
価
格
つ
り
上
げ
を
食
糧
危
五。
機
の
主
要
な
原
因
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
(
三
七
ペ
ー
ジ
Y
こ
の
よ
う
に
、
著
者
は
、
世
界
的
な
「
食
糧
不
足
し
と
食
糧
価
格
の
高
騰
の
根
本
原
因
を
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
金
融
資
本
や
帝
国
主
義
国
に
よ
る
低
開
発
諸
国
の
植
民
地
・
新
植
民
地
的
な
圧
迫
、
お
よ
び
帝
国
主
義
国
の
独
占
的
な
世
界
支
配
に
も
と
め
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
資
本
主
義
的
帝
国
主
義
の
時
代
、
資
本
主
義
の
危
機
の
時
代
に
お
い
て
は
、
食
糧
の
慢
性
的
過
剰
と
そ
の
不
足
の
同
時
的
併
存
や
交
替
を
さ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
代
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
食
糧
の
慢
性
的
過
剰
の
基
調
の
も
と
で
、
た
え
ざ
る
そ
の
不
足
が
、
部
分
的
、
一
時
的
に
立
ち
現
わ
れ
る
。
一
方
で
は
、
農
業
生
産
力
の
飛
躍
的
向
上
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
主
義
地
域
の
拡
大
や
人
民
大
衆
の
消
費
の
制
限
性
の
た
め
に
、
世
界
市
場
は
の
び
悩
む
た
め
、
食
糧
は
慢
性
的
に
過
剰
化
す
る
。
他
方
で
は
、
金
融
資
本
に
よ
る
暴
力
的
系
統
的
な
農
業
の
圧
迫
、
後
進
植
民
地
図
の
収
奪
、
慢
性
的
過
剰
対
策
と
し
て
の
農
業
生
産
調
整
等
の
た
め
、
食
糧
は
不
足
化
す
る
。
こ
の
よ
う
な
過
剰
と
不
足
は
同
じ
国
の
内
部
の
異
な
っ
た
作
目
部
門
や
農
業
地
域
間
で
も
生
ず
る
が
、
主
と
し
て
は
、
過
剰
が
先
進
帝
国
主
義
国
で
み
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
不
足
は
後
進
植
民
地
図
に
お
い
て
立
ち
現
わ
れ
る
。
不
足
は
戦
争
や
恐
慌
な
ど
の
時
に
先
鋭
化
す
る
。
本
章
で
は
、
世
界
的
な
現
下
の
「
食
糧
不
足
」
が
、
金
融
資
本
と
帝
国
主
義
国
の
支
配
と
圧
迫
を
原
因
と
し
て
後
進
的
植
民
地
国
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
第
二
に
、
日
本
に
お
け
る
「
食
糧
危
機
」
の
本
質
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
日
本
の
「
食
糧
危
機
」
を
た
ん
な
る
「
食
糧
不
足
L
で
な
く
て
、
食
糧
不
足
に
も
と
づ
く
食
糧
価
格
の
高
騰
の
た
め
に
、
「
安
い
農
産
物
を
輸
入
し
、
工
業
製
品
を
輸
出
す
る
、
と
い
う
方
式
が
ス
ム
ー
ス
に
行
か
な
い
こ
と
か
ら
発
生
し
て
い
る
」
(
四
一
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
こ
と
の
な
か
に
み
て
い
る
。
著
者
は
、
さ
、
り
に
玄
ち
入
っ
て
、
か
か
る
日
本
農
業
の
犠
牲
1
安
価
な
食
糧
翰
入
の
方
式
が
形
成
さ
れ
た
経
済
的
基
礎
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
日
本
経
済
の
高
蓄
積
H
高
成
長
の
た
め
に
は
い
う
ま
で
も
な
く
園
内
市
場
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
国
際
市
場
へ
の
強
力
な
進
出
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
輸
出
市
場
の
拡
大
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
;
:
:
日
本
の
財
界
主
流
な
ら
び
に
為
政
者
は
、
外
国
農
産
物
の
輸
入
拡
大
を
は
か
り
、
そ
の
見
返
り
と
し
て
の
重
化
学
工
業
製
品
の
輸
出
増
大
を
意
図
と
し
て
き
た
」
ハ
二
七
ペ
ー
ジ
)
の
で
あ
り
、
「
朝
鮮
戦
争
で
早
天
に
怒
雨
を
得
た
日
本
資
本
主
義
は
、
一
九
五
0
年
代
末
期
に
は
早
く
も
ア
メ
リ
カ
と
の
競
合
、
過
剰
生
産
の
壁
に
直
面
し
た
。
望
ま
し
い
国
内
市
場
と
し
て
農
村
が
注
目
さ
れ
、
高
度
終
済
成
長
の
本
格
的
開
始
と
イ
ン
フ
レ
の
高
進
に
照
応
し
て
米
側
も
上
昇
し
、
農
村
の
購
買
力
の
支
柱
と
し
て
の
政
府
の
米
代
金
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
:
;
し
か
し
米
価
の
引
上
げ
に
は
限
界
が
あ
る
:
:
:
時
あ
た
か
も
重
化
学
工
業
製
品
の
輸
出
増
大
は
、
見
返
り
輸
入
を
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
せ
て
き
た
。
そ
こ
で
日
本
農
業
を
犠
牲
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
を
始
め
と
す
る
安
い
外
国
農
産
物
の
輸
入
を
増
大
し
よ
う
と
い
う
の
が
資
本
に
と
っ
て
の
解
決
策
だ
っ
た
の
で
あ
る
」
(
三
二
|
三
三
ペ
ー
ジ
〉
と
。
日
本
の
「
食
糧
危
機
」
の
根
本
的
な
原
因
が
、
日
本
資
本
主
義
の
危
機
(
国
際
的
競
争
の
激
化
の
ご
と
き
)
と
、
か
か
る
危
機
を
井
上
周
八
・
久
保
田
順
・
和
田
八
士
泉
氏
著
円
現
代
日
本
経
済
の
批
判
』
回
避
す
る
た
め
の
高
度
経
済
成
長
政
策
に
も
と
め
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
著
者
の
分
析
が
、
一
部
の
論
者
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
平
板
な
経
済
主
義
に
お
ち
入
っ
て
お
り
、
日
本
資
本
主
義
の
独
自
的
な
構
造
と
性
格
|
|
一
一
回
で
の
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
へ
の
従
属
と
地
面
で
の
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
植
民
地
的
収
奪
l
i
を
看
過
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
著
者
は
、
あ
と
の
第
四
章
に
お
い
て
、
日
本
の
金
融
資
本
が
ア
メ
ワ
カ
帝
国
主
義
の
従
属
の
も
と
に
高
度
経
済
成
長
を
は
か
り
食
糧
等
の
輸
入
も
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
強
要
の
も
と
に
お
し
す
す
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
は
っ
き
り
と
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
(
例
え
ば
、
本
書
の
一
O
九
!
一
一
0
ペ
ー
ジ
、
一
一
一
一
ー
一
一
=
一
ペ
ー
ジ
Y
本
章
で
は
、
第
三
に
、
一
食
糧
危
機
」
に
対
処
す
る
と
称
し
て
打
出
さ
れ
た
一
連
の
農
業
政
策
の
本
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、
ま
ず
、
「
食
糧
危
機
」
に
直
面
し
た
財
界
や
政
府
は
、
従
来
の
農
業
政
策
の
転
換
を
せ
ま
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
と
し
、
政
府
の
「
世
界
食
糧
需
給
事
情
調
査
団
」
の
調
査
結
果
で
あ
る
「
世
界
の
食
糧
需
給
の
現
状
と
展
望
」
〈
昭
和
四
人
年
)
、
昭
和
四
九
年
度
に
お
け
る
農
業
政
策
の
方
針
な
ど
を
実
説
的
に
分
析
し
、
基
本
的
に
は
従
来
の
政
策
方
針
1
1
工
業
優
先
と
農
業
の
犠
牲
を
つ
ら
ぬ
き
つ
つ
も
、
新
ら
し
い
農
業
政
策
の
方
針
が
「
食
糧
の
安
定
確
保
・
輸
入
多
角
化
の
動
き
と
国
内
増
産
対
策
へ
の
転
換
」
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
「
日
本
は
従
来
の
ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
で
は
な
く
、
中
国
、
ソ
達
、
E
C
諸
国
と
の
多
角
的
貿
易
拡
大
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
」
ハ
六
二
ペ
ー
ジ
Y
「
基
本
的
に
は
日
本
農
業
は
工
業
製
品
優
先
政
策
の
犠
牲
者
た
る
立
場
を
抜
け
出
す
と
と
は
五
井
上
周
八
・
久
保
田
順
・
和
田
八
束
氏
著
『
現
代
日
本
経
済
の
批
判
』
で
き
な
い
。
と
は
い
え
、
財
界
・
政
府
の
立
場
か
ら
み
て
も
、
従
来
の
よ
う
に
食
糧
輸
入
を
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
一
方
的
に
依
存
す
る
政
策
は
不
利
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
食
糧
輸
入
の
多
角
的
合
現
化
路
線
を
追
求
す
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
一
(
六
三
六
四
ペ
ー
ジ
)
。
そ
し
て
、
著
者
は
、
新
ら
し
い
農
業
政
策
は
、
「
あ
く
ま
で
も
最
近
の
不
作
と
か
ア
メ
リ
カ
の
政
策
転
換
に
よ
り
食
糧
の
国
際
例
格
が
急
騰
し
た
と
い
う
苦
い
経
験
に
学
ん
だ
に
す
ぎ
な
い
」
(
六
四
ペ
ー
ジ
)
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
真
に
日
本
農
業
・
農
民
の
発
展
を
願
つ
て
の
政
策
転
換
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
国
内
的
に
は
今
後
ま
す
ま
す
高
能
率
専
業
型
農
業
経
営
や
集
団
・
共
同
経
営
の
育
成
が
推
進
さ
れ
、
零
細
経
営
は
切
り
捨
て
ら
れ
、
日
本
の
農
業
就
業
人
口
は
減
少
し
、
欧
米
先
進
資
本
主
義
型
に
移
行
す
る
で
あ
ろ
う
」
(
六
四
ペ
ー
ジ
)
と
論
断
し
て
い
る
。
著
者
は
、
そ
の
論
断
の
う
ら
づ
け
と
し
て
、
財
界
と
農
業
団
体
の
代
表
者
で
つ
く
っ
て
い
る
「
国
際
化
に
対
応
し
た
農
業
問
題
懇
談
会
(
東
畑
精
一
氏
座
長
)
が
昭
和
四
八
年
に
ま
と
め
た
「
農
業
・
農
村
整
備
近
代
化
に
関
す
る
提
言
」
の
分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。
本
章
に
お
け
る
以
上
の
諸
論
点
は
、
き
わ
め
て
一
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
基
本
的
に
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
後
著
者
の
教
え
を
乞
う
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
第
一
は
、
「
日
本
は
従
来
の
ア
メ
リ
カ
一
辺
倒
で
は
な
く
、
中
国
、
ソ
連
、
E
C
諸
国
と
の
多
角
的
貿
易
拡
大
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
の
具
体
的
な
意
味
内
容
で
あ
る
。
果
し
て
、
日
本
は
従
来
の
対
米
依
存
・
従
属
の
路
線
転
換
に
踏
み
切
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
基
本
一五
的
に
は
こ
の
路
線
を
く
ず
さ
ず
、
相
対
的
な
意
味
で
の
多
角
化
で
あ
る
の
か
。
周
知
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
は
農
業
生
産
と
食
糧
輸
出
を
ふ
や
し
、
世
界
的
な
一
食
糧
不
足
」
を
ド
ル
防
衛
と
世
界
支
配
強
化
の
手
段
と
し
て
あ
か
ら
さ
ま
に
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
し
ば
し
ば
食
糧
の
輸
出
規
制
を
ち
ら
つ
か
せ
、
世
界
の
舞
台
で
の
そ
の
独
占
的
地
位
の
保
持
を
企
て
、
日
本
に
対
す
る
支
配
を
も
む
し
ろ
強
化
し
て
さ
え
い
る
@
ま
た
日
本
は
、
他
国
か
ら
の
食
糧
輸
入
を
ふ
や
し
て
い
る
と
は
い
え
な
お
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入
は
大
き
な
比
重
を
し
め
て
い
る
。
結
局
は
対
米
依
存
.
従
属
の
路
線
を
強
制
さ
れ
た
上
で
の
多
角
貿
易
に
す
、
ぎ
な
い
と
み
る
わ
れ
わ
れ
の
見
解
は
果
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
第
二
は
、
「
基
本
法
農
政
」
に
は
じ
ま
る
日
本
農
業
再
編
の
た
め
の
政
策
が
、
果
し
て
実
際
に
血
庶
民
層
の
分
解
を
い
か
に
促
進
し
て
い
る
か
、
と
く
に
そ
の
大
経
営
化
の
動
き
は
ど
う
か
と
い
う
点
に
関
し
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
進
展
度
、
方
向
、
形
態
等
が
、
具
体
的
に
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
農
民
の
「
貧
国
化
の
実
態
」
の
具
体
的
な
内
容
、
農
民
運
動
や
労
農
同
盟
の
結
成
・
強
化
の
実
態
も
問
題
と
な
ろ
う
。
(
さ
ら
に
ま
た
、
農
民
が
個
別
的
あ
る
い
は
集
団
的
に
行
な
っ
て
い
る
経
営
上
の
具
体
的
な
努
力
や
要
求
の
成
長
の
皮
合
も
併
せ
て
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
J
「
基
本
法
農
政
」
の
本
性
も
、
か
か
る
点
の
認
識
を
ふ
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
は
じ
め
て
徹
底
的
に
解
明
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
3 
「
第
四
季
、
戦
後
日
本
の
農
地
問
題
」
は
、
高
度
経
済
成
長
政
策
の
展
開
の
過
程
で
い
か
に
日
本
農
業
が
金
融
資
本
の
暴
力
的
搾
取
・
収
奪
の
犠
牲
に
供
せ
ら
れ
強
圧
せ
し
め
り
れ
た
か
を
、
農
地
問
題
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
ま
ず
、
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
農
地
問
題
の
歴
史
的
な
概
観
を
行
な
い
、
り
て
の
歴
史
的
な
過
程
の
う
ち
に
高
度
成
長
政
策
の
も
と
で
の
農
地
問
題
の
位
置
づ
け
と
意
義
づ
け
を
試
み
て
い
る
。
戦
前
か
ら
戦
後
の
農
地
改
草
に
関
す
る
著
者
の
研
究
の
紹
介
は
割
愛
し
て
、
直
ち
に
、
高
度
成
長
下
の
農
地
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
の
要
約
・
紹
介
宏
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ω
農
地
法
の
改
正
日
本
農
政
の
転
換
を
示
す
「
農
業
基
本
法
」
(
明
和
三
六
年
)
は
、
向
日
本
農
業
の
特
質
で
あ
る
零
細
土
地
所
有
制
と
零
細
農
耕
制
の
克
服
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
;
:
・
:
上
層
農
家
育
成
、
下
層
農
家
切
捨
て
政
策
宏
、
農
民
に
お
し
つ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
一
貫
し
て
採
用
し
て
き
た
『
農
業
保
護
川
義
』
と
は
ま
さ
に
正
反
対
の
『
経
済
的
合
理
主
義
』
を
農
業
内
部
に
も
ち
こ
む
こ
と
」
〈
九
九
ペ
ー
ジ
一
0
0
ペ
ー
ジ
)
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
斗
農
地
改
革
の
精
神
』
と
、
そ
れ
を
准
持
す
る
た
め
の
町
農
地
法
』
(
昭
和
二
七
年
)
が
径
橋
」
ハ
一
O
一
ペ
ー
ジ
〉
と
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
「
農
地
法
」
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ
、
「
農
業
生
産
法
人
や
農
地
信
託
制
度
、
農
地
等
の
権
利
取
得
の
上
限
面
積
制
限
の
緩
和
」
が
規
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
四
五
年
の
通
常
国
会
で
「
川
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
へ
の
土
地
集
中
と
零
細
井
上
周
八
・
久
保
面
順
・
和
国
八
束
氏
著
『
現
代
日
本
経
済
の
批
判
』
農
切
捨
て
、
川
大
農
業
経
営
会
社
の
出
現
、
川
小
作
料
統
制
撤
廃
川
不
在
地
主
の
不
認
と
耕
作
権
の
弱
化
」
(
一
O
二
ペ
ー
ジ
〉
を
重
点
と
す
る
農
地
法
の
改
正
が
仔
な
わ
れ
た
。
川
い
わ
ゆ
る
一
赤
城
構
想
」
(
昭
和
国
七
年
)
の
登
場
「
農
民
は
兼
業
や
出
稼
ざ
を
し
て
も
、
そ
の
農
地
を
手
離
そ
う
左
は
し
な
い
」
(
一
O
四
ペ
ー
ジ
)
。
こ
う
し
た
実
情
を
背
景
に
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
赤
域
構
想
」
、
す
な
わ
ち
、
「
農
業
団
地
構
想
」
が
登
場
し
た
。
そ
れ
は
「
広
域
営
農
団
地
整
備
事
業
を
拡
大
強
化
す
る
一
方
、
高
能
率
生
産
団
地
と
し
て
、
地
域
性
に
応
じ
、
高
能
率
の
機
械
装
置
の
稼
動
を
中
心
と
す
る
生
産
単
位
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
す
ぐ
れ
た
機
械
を
採
用
し
、
人
間
で
は
な
く
機
械
が
最
大
限
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
範
囲
を
定
め
、
何
人
か
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
何
人
か
の
中
心
と
な
る
農
民
が
い
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
自
立
農
家
は
で
き
る
だ
け
農
地
を
買
い
取
っ
て
規
模
を
拡
大
し
て
行
く
と
い
う
従
来
の
農
慕
法
政
策
を
脱
却
し
、
農
業
団
地
構
想
で
は
自
立
経
営
農
家
育
成
を
離
れ
て
、
農
地
の
所
有
と
経
営
の
分
離
を
前
面
に
押
し
出
し
て
い
る
」
ハ
一
O
五
ジ
ベ
l
ジ)。
ω
「
新
都
市
計
画
法
」
(
昭
和
四
四
年
)
「
新
全
総
」
の
一
環
と
し
て
制
定
さ
れ
た
「
新
郎
市
計
画
法
」
は
、
「
市
街
化
区
域
と
市
街
化
区
域
外
と
に
『
線
引
』
」
〈
一
O
七
ペ
ー
ジ
)
し
、
市
街
化
区
域
で
は
農
地
を
非
農
地
と
し
、
調
整
区
域
で
は
住
宅
、
地
価
が
上
昇
す
る
が
、
し
か
し
、
同
時
に
、
農
地
の
宅
地
な
み
課
税
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
高
率
累
進
税
制
度
を
と
る
相
続
税
は
巨
額
に
な
る
。
「
農
家
は
一
代
限
り
で
離
農
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
う
し
て
税
金
面
か
ら
離
農
一
五
三
井
上
周
八
・
久
保
田
順
・
和
田
八
束
氏
著
司
現
代
日
本
経
済
の
批
判
』
促
進
が
用
意
さ
れ
て
け
る
の
で
あ
る
L
2
0
七
ペ
ー
ジ
〉
。
他
方
、
調
整
区
域
で
は
「
一
時
的
に
地
価
上
昇
の
鈍
化
や
値
下
が
り
現
象
」
(
一
O
八
ペ
ー
ジ
)
が
生
ず
る
が
、
「
都
市
計
画
法
」
で
は
、
「
『
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
許
可
制
度
』
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
・
・
一
定
の
ま
と
ま
り
(
二
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
〉
を
も
っ
た
犬
き
さ
で
市
街
化
区
域
と
し
て
の
整
備
が
で
き
る
見
通
し
が
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
開
発
し
て
も
よ
い
当
然
大
手
の
一
ア
ベ
ロ
ッ
パ
l
も
広
大
な
土
地
安
安
く
買
い
あ
さ
り
、
知
事
に
開
発
許
可
を
申
請
し
、
ポ
ロ
も
う
け
を
し
よ
う
と
す
る
-
-
農
家
か
ら
い
か
に
じ
て
土
地
を
取
り
上
げ
、
日
本
の
経
済
を
発
展
さ
せ
る
か
と
い
う
の
が
、
『
新
都
市
計
商
法
』
や
『
新
会
総
』
の
基
本
的
な
姿
勢
」
(
一
O
八
ペ
ー
ジ
〉
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
ほ
か
、
著
者
は
、
「
企
業
と
公
益
優
先
の
旗
じ
る
し
の
も
と
で
の
農
地
・
農
民
の
切
捨
て
宣
告
己
(
一
O
九
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
の
い
わ
ゆ
る
田
中
構
想
に
も
言
及
し
て
い
る
。
で
は
、
最
近
の
一
連
の
農
地
政
策
の
動
き
の
背
景
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
「
日
本
資
本
主
義
の
構
造
変
化
ー
そ
の
基
礎
背
景
と
し
て
の
世
界
資
本
主
義
の
条
件
変
化
」
ハ
一
O
九
ペ
ー
ジ
)
に
、
す
な
わ
ち
、
「
日
本
の
独
占
資
本
は
、
一
万
で
中
小
金
業
、
お
働
者
、
農
民
、
そ
の
他
の
広
汎
な
中
間
階
層
の
利
益
を
無
視
し
た
、
ア
メ
リ
カ
の
独
占
に
従
属
す
る
傾
向
を
い
っ
そ
う
強
め
な
が
ら
、
同
時
に
国
際
競
争
に
対
処
す
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
等
の
第
一
線
技
術
の
導
入
を
ふ
く
む
技
術
革
新
、
設
備
更
新
を
は
か
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
箇
家
権
力
と
機
構
を
利
用
動
員
し
、
低
賃
金
の
確
保
に
努
力
し
た
。
農
民
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ま
一
五
四
で
の
小
農
保
護
政
策
を
放
棄
し
、
自
由
化
の
嵐
に
耐
え
る
競
争
力
の
養
成
と
い
う
名
目
で
零
細
農
家
を
整
理
し
、
食
糧
増
産
政
策
を
放
棄
し
て
外
国
食
糧
を
輸
入
し
、
安
い
原
料
農
産
物
の
貿
入
れ
を
行
な
お
う
ー
一
(
一
一
0
ペ
ー
ジ
〉
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
著
者
は
、
本
卒
の
し
め
く
く
り
と
し
て
次
の
よ
、
7
に
の
べ
て
い
る
。
「
以
上
の
諸
問
題
は
、
日
本
の
世
界
一
の
高
度
終
済
成
長
政
策
、
お
よ
び
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
新
安
保
体
制
と
の
関
連
か
ら
み
る
べ
き
で
:
:
:
日
本
の
毘
家
独
占
資
本
主
義
の
政
策
と
、
そ
の
結
果
生
じ
た
諸
矛
盾
の
、
農
業
・
農
地
問
題
と
し
て
の
現
象
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
(
一
一
一
一
ー
一
二
二
ペ
ー
ジ
〉
と
。
現
時
点
で
の
農
地
政
策
の
背
景
と
意
図
を
、
資
本
主
義
の
ム
J
般
的
危
機
が
ま
す
ま
す
深
化
す
る
な
か
で
、
い
っ
そ
う
の
高
蓄
積
を
は
か
る
た
め
の
金
融
資
本
i
l米
自
双
方
の
|
|
の
死
活
的
な
要
求
に
ね
ざ
し
て
い
る
と
し
、
日
本
農
業
を
金
融
資
本
の
犠
牲
に
供
し
、
一
部
大
経
営
の
創
出
を
は
か
る
と
と
も
に
、
大
多
数
の
零
細
農
経
営
の
駆
逐
清
掃
を
目
論
ん
で
い
る
と
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
井
上
氏
の
見
解
は
、
こ
と
の
本
質
を
適
確
に
つ
い
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
こ
で
も
、
ま
た
、
さ
さ
に
あ
げ
た
の
と
ほ
ぼ
同
様
の
論
点
が
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農
民
間
底
分
解
の
進
展
度
、
方
向
、
形
態
い
か
ん
の
問
題
。
ぞ
れ
と
関
連
し
て
の
農
民
の
側
で
の
個
別
的
、
集
団
的
な
経
営
上
の
努
力
、
要
求
運
動
の
実
態
等
々
。
1
1
1
著
者
の
今
後
の
教
示
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。
(
香
川
大
学
商
業
短
期
大
学
部
〉
